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青少年問題の悩みなどお気軽に

／言

24

ヤ

0800

（土・日・祝日を除く毎日午前9時～午後5時）

平等院で塔跡発見

創
建
時
の
全
容
解
明
の
手
掛
か
り
に

　
平
等
院
の
旧
境
内
を
発
掘
調
査
し
て
い
た
市
教
育
委
員
会
は
、

府
立
宇
治
公
園
の
敷
地
内
で
先
ご
ろ
見
つ
か
っ
た
建
物
跡
に
つ
い

て
、
全
国
で
最
も
古
い
「
宝
塔
」
跡
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
推
薦
や
庭
園
の
復
元
整
備
を
目
指
し
て

い
る
平
等
院
の
、
創
建
時
の
全
体
像
を
解
明
す
る
貴
重
な
手
掛
か

り
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

が
十
一
世
紀
後

半
の
物
で
年
代

的
に
合
う
こ
と
、

二
辺
に
階
段
が

付
い
て
い
た
と

み
ら
れ
る
こ
と
、

平
定
家
の
日
記

『
定
家
路
記
』

に
、
「
壇
内
が

狭
い
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
で
は
こ

平等院の建物配置想定図

内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
平
等

院
の
塔
は
宝
塔
と
い
う
珍
し
い

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

今
後
の
発
掘
に

期
待
が

あ
口
、
そ
の
南
の
山
す
そ
に
は
　

『
宇
1
警
物
ぎ
を
書
い

た
源
隆
国
の
宿
坊
の
賞
辞

あ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
、
塔
ノ

川
バ
イ
パ
ス
の
工
事
で
発
掘
さ

れ
た
平
安
時
代
の
庭
園
跡
は
、

南
泉
坊
の
一
部
と
考
え
ら
れ
で

い
ま
す
。

　
今
回
の
発
見
は
、
「
世
界
文

化
遺
産
」
へ
の
登
録
推
薦
や
庭

園
の
復
元
整
備
で
注
目
さ
れ
て

い
る
平
等
院
の
か
つ
て
の
有
様

を
解
明
す
る
上
で
、
重
要
な
発

見
と
な
り
ま
し
た
。
宇
治
は
平

等
院
を
は
じ
め
、
貴
族
の
壮
麗

な
別
荘
・
寺
院
が
建
ち
並
び
、

京
都
の
外
で
華
開
い
た
平
安

王
朝
文
化
の
核
で
し
た
。
そ
の

素
箭
ら
し
い
宇
治
の
ロ
マ
ン
が

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
現
代
に

よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。

来年4月採用予定

市職員を募集

　
市
で
は
来
年
四
月
に
採
用

予
定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
情
熱
を
持
ち
、
意
欲
あ

ふ
れ
る
あ
な
た
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
叉

◆
一
般
事
務
職
昭
和
4
3
年

4
月
2
日
～
5
2
年
4
月
1
日

に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
（
学
歴

は
不
問
）
＝
若
干
名

◆
土
木
技
師
昭
和
4
1
年
4

月
2
日
～
5
2
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
か
大
学
で
土
木
の

専
門
課
程
を
修
得
し
た
人
か
、

平
成
7
年
3
月
ま
で
に
修
得

見
込
み
の
人
＝
若
干
名

◆
保
健
婦
昭
和
4
1
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健

婦
の
資
格
を
有
す
る
か
平
成

7
年
5
月
ま
で
に
修
得
見
込

み
の
女
子
＝
若
干
名

◆
消
防
職
員
昭
和
4
3
年
4

月
2
日
～
5
2
年
4
月
―
日
に

生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
し
（
学
歴
は
不
問
）

通
勤
時
間
が
1
時
間
以
内
の

男
子
―
若
干
名

　
い
ず
れ
の
職
種
も
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ

る
欠
格
条
項
（
禁
治
産
者
や

準
禁
治
産
者
な
ど
）
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
【
第
一
次
試
験
一

’
▼
と
き
・
：
9
月
1
8
日
㈲
、
午

前
8
時
4
0
分
～

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
中
学
校
　

（
申
し
込
み
者
数
に
よ
り
一

部
会
場
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
言

▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
指
定

の
履
歴
書
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
最
近
6
ヵ
月

以
内
の
写
真
を
は
り
、
消
防

職
は
消
防
本
部
総
務
課
（
a

2
2
・
Ｑ
り
1
ｊ
‘
↑
へ
内
線
Ｏ
Ｊ
Ｃ
Ｄ

5
3
）
へ
。
そ
れ
以
外
の
職

種
は
職
員
課
（
a
2
2
・
3
1

4
1
、
内
線
2
0
6
3
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

は
不
可
）
。
実
施
要
項
、
履

歴
書
、
申
込
書
は
そ
れ
ぞ
れ

の
提
出
先
の
課
に
あ
り
ま
す

▼
受
付
期
間
・
：
8
月
1
8
日
俐

～
2
6
日
面
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
つ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

379

屋
根
が
一
重
で
小
規
模
な
「
宝

塔
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
塔
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
発

掘
調
査
の
成
果
は
こ
の
日
記
の

　
現
存
す
る
鳳
凰
堂
は
別
と
し

て
、
宝
塔
は
頼
通
の
生
存
中
に

建
て
ら
れ
た
建
物
跡
と
し
て
は

初
め
て
確
認
で
き
た
も
の
で
す

古
い
記
録
や
絵
図
な
ど
に
よ
る

と
、
か
つ
て
の
平
等
院
境
内
は

現
在
の
八
－
九
倍
も
あ
り
、
鳳

凰
堂
以
外
に
も
多
く
の
堂
や
塔

が
建
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

な
ぞ
の
ま
ま
で
し
た
。
当
時
の

記
録
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の

配
置
を
示
す
地
図
や
記
述
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
塔
跡
の
場

所
と
そ
れ
ら
の
記
録
を
重
ね
合

わ
せ
る
と
、
今
は
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
堂
や
塔
の
場
所
が
分

か
り
、
当
時
の
平
等
院
の
姿
が

復
元
で
き
そ
う
で
す
。

　
例
え
ば
、
藤
原
氏
の
宝
物
を

納
め
た
経
蔵
が
塔
の
西
側
に

市教育委員

会

全
国
で
も
珍
し
い

「
宝
塔
」

　
平
安
王
朝
文
化
を
今
に
伝
え

る
平
等
院
は
ヽ
昌
祭
懲

が
父
嶽
の
宇
治
の
別
荘
を
永

承
七
年
Å
一
〇
五
二
）
に
寺
と

し
た
も
の
。
鳳
凰
堂
は
そ
の
翌

年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
所

は
、
平
等
院
の
南
東
隣
、
宇
治

市
観
光
セ
ン
タ
ー
南
側
の
府
立

手
治
公
園
の
中
。
「
歴
史
街
道
」

整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
公
園

を
整
備
す
る
た
め
発
掘
調
査
を

▲塔跡め発掘現場。白い点線　

卜は基壇の跡。敷き詰められ

＼れた石は建物の沈下を防ぐ

，。ためのものです。

し
た
と
こ
ろ
、
地
表
か
ら
Ｉ
メ

ー
ト
ル
の
地
点
で
塔
の
基
礎
で

雲
客
が
見
つ
か
り
ま
し
た

基
壇
は
一
辺
五
・
四
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
正
方
形
で
、
中
に
こ
ぶ

し
大
か
ら
人
頭
大
の
石
が
詰
め

ら
れ
た
、
堅
牢
な
も
の
。
塔
の

基
壇
と
し
で
は
比
較
的
小
規
模

で
す
。
本
来
は
高
さ
が
八
十
セ

ン
チ
ほ
ど
あ
っ
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
既
に
大
半
が
削
ら
れ
て

一
番
下
の
部
分
だ
け
が
残
つ
て

い
ま
し
た
。
’
Ｉ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の

涅
頼
通
の
娘
4
謳
天
皇

の
皇
后
回
つ
た
ぎ
影
響

が
康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）
に

建
て
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
ま
ず
、
基
壇
の
周
辺

か
ら
見
つ
か
っ
た
素
焼
き
の
皿

Ｃ
堵
旧
ど
う
い
う
形
Ｃ
屯
Ｃ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
塔
は
平
安

時
代
末
期
の
歴
史
書
『
諭
限

ぎ
に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
時

代
中
ご
ろ
以
降
に
流
行
し
た
二

層
の
「
多
宝
塔
」
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

前
出
の
『
定
家
朝
臣
記
』
に
は
、

康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）
十
月

二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
塔
能

際
皿
の
様
子
と
と
も
に
ヽ
塔

は
「
裳
層
（
ひ
さ
し
）
が
な
い
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

基
壇
も
多
宝
塔
と
し
て
は
小

さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
は

▼
塔
の
想
像
復
元
図
。
鳳
凰
堂
か
ら
の
景
観
を
考
え
た
小
型
の
も
の
。

　
瓦
の
出
土
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
檜
皮
茸
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

受け付けは8/18（木）～

26（金）

宝塔
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昔めぐり

｜！闇量闇闇圖闇圖
方
、
茶
つ
ぼ
道
中
の
様
子
、
お
茶

を
作
る
道
具
、
お
茶
を
楽
し
む

道
具
、
お
茶
も
み
の
実
演
な
ど
、

お
茶
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ
か

る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

そ
し
て
解
説
員
が
修
学
旅
行
や

社
会
見
学
の
子
供
た
ち
に
展
示

品
の
説
明
を
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
お
茶
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
お
茶
室
や
、
喫
茶
コ
ー

ナ
犬
抹
茶
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

茶
団
子
と
お
茶
、
ほ
か
に
コ
ー

ヒ
ー
や
軽
食
も
）
、
販
売
コ
ー

ナ
ー
（
お
茶
や
宇
治
土
産
の
販

‥市になって初めての総選挙

＼昭和27年10月1日、市制施行後初め

での総選挙が行われました。投票率は、

76．38％ノ写真は白川区で撮影。

売
）
も
設
置
し
て
は
・
・
・
。
も
ち

ろ
ん
大
き
な
駐
車
場
が
必
要
で

す
。
宇
治
市
制
五
十
周
年
に
向

宇治クラブ（ソフトテニスクラブ）

切り力を入れて真剣に打ち込

まないと、思うところに行き

ません」とその魅力を語って

くださいました。／

　　「昨キからルールも変わっ

で、より親しみやすくなりま

した。若い人もぜひ参加して

ほしい」とのこと。

　練習は、毎週日曜午後l時

から5時まで宇治神社北側の

テニスコートで。興味のある

人は、渡辺さん昔43・6976）

しこのクラブは、昭和23年ご

ろに結成されました。現在、

部員は22名。「わきあいあい

と楽しく」をモットーに試合

方式で、練習に励んでいます。

暑い日も寒い日も一キ中、白

いボールを追い掛けているク

ラブのメンバーは、キ齢より

ずっ：と若く、はつらつとされ

ていました。‥

　　「いろいろなスポーツをし

て・きましたが、・ソフトテニス

が一番素晴らしい汗をかくこ

とが出来ます。―球一球思い

け
て
、
こ
ん
な
夢
、
か
な
え
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
宇
治
半
白
山
本
明
子
）

市
民
情
報
短
信

　
　
催
し

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
　

9
月
5
日
間
、
午
後
1
時
～

3
時
、
宇
治
公
民
館
。
上
靴
が

必
要
。
Ｉ
5
百
円
。
水
野
a
3
3
・

7
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
”

◆
市
民
歩
こ
う
会
8
月
2
1
日

倒
、
午
前
8
時
、
京
阪
宇
治
駅

前
集
合
。
貴
船
神
社
～
鞍
馬
寺

方
面
、
約
八
キ
ロ
。
昼
食
、
雨

具
持
参
。
雨
天
時
は
2
8
日
剛
。

木
村
豊
2
1
・
3
6
3
3
．

◆
三
曲
演
奏
会
9
月
3
日
㈹

正
午
～
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ

ー
ル
。
演
奏
曲
目
は
序
曲
「
古

今
の
調
べ
」
、
「
妖
精
の
踊
り
」

ほ
か
。
無
料
。
大
西
＆
2
2
・
6

◆
小
倉
公
民
館
洋
画
サ
ー
ク
ル

合
同
展
8
月
1
8
日
出
～
2
1
日

間
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
、

（
2
1
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
中
央

公
民
館
。
無
料
。
洋
画
サ
ー
ク

ル
彩
美
会
（
油
彩
）
と
水
晶
会

（
水
彩
）
の
合
同
作
品
展
で
す
。

伊
渾
豊
2
1
・
2
4
9
6
か
Ｅ
内

a
2
2
・
1
7
4
0
0

◆
初
心
者
弓
道
教
室
9
月
1
0
’

日
～
Ｈ
月
5
日
の
土
曜
、
午
後

6
時
～
9
時
、
黄
槃
体
育
館
。

先
着
2
0
名
。
3
千
円
。
申
し
込

み
は
、
8
月
3
1
日
團
ま
で
に
電

話
で
。
西
垣
内
包
4
4
・
（
‥
）
2
2

　
　
募
集

◆
ム
ジ
ー
ク
・
ク
ラ
イ
ン
室
内

合
奏
団
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ

ラ
・
Ｉ
チ
ェ
ロ
ー
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

奏
者
（
高
校
生
以
占
。
毎
週

木
曜
午
後
7
時
～
9
時
半
、
東

’
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

月
2
千
円
。
今
井
萱
2
3
・
1
7

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
晩
上
好
　

（
バ
ン
シ
ヤ
ン
ハ
オ
）
毎
週

火
曜
午
後
7
時
半
～
9
時
半
、

小
倉
公
民
館
。
月
2
千
円
。
井

上
公
2
1
・
3
4
8
1
か
小
倉
公

民
館
萱
2
2
・
4
6
8
7
．

　
◇
投
書
コ
ー
ナ
ー
「
私
も
ひ
と
こ
と
」
…
身

近
な
話
題
や
提
案
な
ど
を
四
百
宇
程
度
で
。

◇
市
民
情
報
・
短
信
…
市
民
サ
ー
ク
ル
の
催

し
や
会
員
募
集
な
ど
を
。
発
行
の
前
日
こ
十

日
（
必
着
）
ま
で
に
。
営
利
・
宗
教
・
政
治

活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
◇
昔
め
ぐ
り
・
：

市
内
で
撮
っ
た
懐
か
し
い
写
真
を
。
【
送
付

先
】
広
報
課
「
交
差
点
」
係
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶

3
3
、
容
2
2
・
3
1
4
1
、
内
線
2
0
6
9
）

へ
郵
送
で
。

登録・問い合わせは

　商工課内リサイクル情報センター（内線2218）へ

　
市
で
は
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

で
眠
つ
て
い
る
も
の
を
有
効

に
利
用
し
で
い
た
だ
く
た
め

に
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
八

月
三
日
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
品
物
は
次
の
と
お
り
。

○
譲
つ
て
ほ
し
い

　
本
箱
、
応
接
セ
″
ト
、
脇

机
、
テ
レ
ビ
台
、
ワ
ー
プ
ロ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

カ
セ
″
ト
デ
″
キ
、
電
子
レ

ン
ジ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ジ
ュ
ー

サ
ー
ミ
キ
サ
ー
、
ビ
デ
オ
付

き
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
掃
除

機
、
電
気
釜
、
扇
風
機
、
ギ

タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
電
子
ピ
ア

ノ
、
石
油
風
呂
釜
、
自
転
車
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
ー
ト
、
三
輪

車
、
自
転
車
補
助
席
、
ベ
ビ

1
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
ベ
ビ
ー

ラ
ッ
ク
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、

が
ん
具
だ
な
、
調
乳
ポ
″
ト
、

カ
ヌ
ー
、
ボ
ー
ト
、
つ
り
用

品
、
ボ
ク
シ
ン
グ
グ
ロ
ー
ブ
、

サ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
ス
キ
ー
用

品
、
プ
リ
ン
ト
ゴ
″
コ
、
フ

ァ
ク
ス
付
き
電
話
機
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ミ
シ
ン
、
丸

ち
ゃ
ぶ
台
、
卓
球
台
、
犬
小

屋
、
枕
び
ょ
う
ぶ
、
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
、
日
曜
大
エ
セ
。

ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
レ
ジ
ス
タ

ー
、
製
図
台
、
二
段
べ
″
ト
、

ベ
ビ
ー
－
バ
ス

○
譲
り
ま
す

　
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
サ
イ

ド
ボ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
、
ベ
ッ

ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
、
テ
ー
ブ

ル
と
い
す
、
三
面
鏡
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
、
加
湿
機
、
給
湯
機
、

冷
蔵
庫
、
電
気
フ
ズ

タ
ー
、
ブ
レ
ー
カ
ー
、
学
習

机
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、
子
供
用

自
転
車
、
大
人
用
自
転
車
、

小
型
テ
レ
ビ
、
歩
行
器
、
お

し
ぼ
り
器
、
ス
キ
ー
セ
″
ト
、

酒
か
ん
器
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
、
ユ
ニ
ッ
ト
ス
タ
ン

ド
、
げ
た
箱
、
口
″
ク
ミ
シ

ン
、
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ア
ー
、
日

曜
大
エ
セ
″
ト
、
仏
事
用
も

よ
う
ち
ん
、
ル
ア
ー
．
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カメラで
おじゃま

世代間交流・夏まつり

西小倉小学校で、地域の活性化を目指す「世代間交流・

夏まつり」が催されました。歌の発表会では、日ごろの練

習の成果を発揮。また、手づくりコーナーでは、子供たちが

熱心に竹トンボの作り方を教わっていました。（7月23日）

ゆかたＤＥフェスタノ

　宇治橋通り商店街で開かれた恒例の催し。ゆ

かた姿コンテストも開かれました。ゆかた姿で、

ちょっとだけ涼しくなったかな。（7月24日）

いまとむかしの巨椋池展

　歴史資料館では、9月4日（日）ま

で「いまとむかしの巨椋池展」を開

設中。民具を中心に地図や写真で

紹介。時の流れを実感／

皆
さ
ん
と
つ
く
る
ぺ
ー

ジ交
・
差
・
点

投
書
コ
ー
ナ
ー

私
も
ひ
と
こ
と

　
あ
つ
た
ら
い
い
な

　
　
　
「
お
茶
博
物
館
」

　
友
人
が
訪
ね
て
来
て
市
内
を

案
内
す
る
時
い
つ
も
思
う
の
で

す
。
お
茶
の
ま
ち
宇
治
を
一
目

で
紹
介
で
き
る
「
お
茶
博
物
館
」

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
。
≒

　
そ
こ
に
は
、
宇
治
茶
の
歴
史
、

昔
と
今
の
宇
治
茶
の
製
法
の
仕

リサイル情報センター
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福祉

■在宅老人介護者教室／

　I＞8月20日（土）午前lO時半～正午、宇治明星園デイサービスセンターc〉内容・‥講義「老人に必要な水分補給と飲み込みやすい食物」＝同センタニ看護婦・栄養士大圃同センタ－（昔23－6115）。送迎希望者は申し込み時にその旨を伝え、午前10時10分に京阪宇治駅前集合。

・デイサービス

　く視覚障害者テーブルマナー教室〉＞8月28日（日）正午～午後2時、京都醍醐プラザホテル。総合福祉会館に午前ｎ時20分集合レ対象…市内在住で視覚に障害のある入

先着25人［〉4000円［il22日㈲までに社会福祉協議会｀（容22－5650）。

公民館＼十

■宇治公民館（容21－2804）

　〈夏休み親子料理教室｜〉l＞8月「19日面午前9時半～午後2時レ対象卜・小学4年生以上とその親、先着15組レ費用．．．1人500円［〉持ち物…エプロン・三角きん［函同館。

■広野公民館（公4ト7450）ト

　　〈歴史教養mm〉山城地方の歴

史を征Hズドラプヂ花の乱」………と関‥

連させながら学びます。Ｄ8月23

旧（火ト30日（火）、9月13日（火）・20B、

（火）、10月11日（火）の午前io時～正午

レ講師…山城町教育長・中津川敬：

朗さん圃同館。先着40人。………　

お知らせ

■紡宇治市公園公社職員募集……　

［〉第1次試験．．．g月18日（8）午前

8時40分～、宇治中学校に〉受験資

格…昭和41年4月2日～昭和52年

4月1B（こ生まれ、高等学校・高

等専門学校・大学で園芸の専門課ソ

程刹胴尋した人か、平成フ年3月

までにイ｜胴辱見込みの人。若干名。六

国籍は問いませんが、禁治産者。：

準禁治産者などに該当する人は受

験できません。圃指定の履歴書

・串込書に記入し最近6ヵ月以内＜

の写真をはり、8月18日南～25日‥

廊に同公社（公33÷4001）へ持参で＼

（郵送不可）。実施要項、履歴書、

申込書は同公社にあります。

■動物愛護に関する写真コンクール

E〉テーマ…犬・猫と人間のふれ

あいE〉規格‥・未発表。四つ切札

白黒・カラーともに可E〉対象…府

内在住・在勤・在学の人レ審査…

特選1■ー席レニ席3・入選10

程度を決定し、11月11白（日）l魏p市

総合運動公園で開催のブ動物愛護

の集い」で表彰、咋品を展示しま

す［郵乍品の裏に題名・氏名（よ

りがな）・年齢・職業（学校名）・

電話番号を書き8月31日匯）までに

宇治側建所ぺ〒6ぱ宇治若森7－

∧6）へ。なお、著イ乍権は京都府に

舗属し‥、イ乍品は返却しませんレ………

ソ・全国有名盆踊り大会よ…………＝万万

徳島の阿波踊リレ大阪の河内音

頭などが披露されます。［＞8月18

日南午後6時20分～9時、塔の島

圃rlT観光協会ニ（a23－3334）よ

■中学卒業程度認定試験▽

義務教育諸学校への就学を猶予

・免除された人を対象に行いますよ

この試験に合格した人は高等学校

入学資格力町辱られますバ〉11月11

日金、京都府庁第3号館圃9月

フ日團まずに京都府教育庁指導部

学校教育課（S〇75－414－5840）。

■「選挙のあゆみ」差しあげます　

宇治市選挙管理委員会では昭和

26年4月10日の宇治市長選挙から‥

今年4月10日の京都府知事選挙ま

での選挙結果をすべて掲軟した平

成6年フ月改定めF選挙のあゆみ」

を発行しまし旭こ希望め人心差し

あげますのでレはがきで申し込む

か、……直接窓口う。………先着100部………圃　　　　　　　㎜㎜㎜㎜■■・・㎜■■㎜㎜㎜■㎜㎜㎜■■㎜■■■・・■■同委員会〕（容20－8798）。…

……………

■こども手づくり文化祭作品募集

ニ9月23日（祝）に中央公民館で開か

れる文化祭の作品を募集。搬入は

9月22Eヨ俐、搬出は23日（祝）です。

　l〉受付期間…9月5日（月）～9日㈲圃文化観光課（内線2223）。・■サラリーマンの奥さん2こんな‥ときは必ず国民年金の届け出を　／第3号被保険者の届け出を済ませたからもう安心と思っている奥さケんはお‥られませんか。奥さんが会社に勤めはじめたとき／あるいは夫が退職一転職したと／きには届け出が必要です。＼届け出を忘れると将来年金が少なふなうた＼り受け占＝れなレくニl／な・る：＝こミ・と1力、くjあrl）；ま（す・ぷ・T：－ン’：T圃国民年金課……（内線2310）

教室・講座

■夏休み親子消費者教室「牛乳パ＞ツ1クではがきやしおりを作ろう∧じ〉8月23日（火）＝広野公民館、24日團も」、倉公民館√いずれも午前10レ時二＼正午i＞”勺容トビデオ観賞イ未来への約束」レ実習D〉対象・ぺ市内在住の小学4年～中学生薗3レ年生以下も同伴であれば可）√圃商工課（内線2218）。各先着20人。

■城南地城職業訓練センターの講座［画いずれも同センター（萱46－0688）へ。犬犬

…………〈ワ→プロ初級〉I＞9月ｔ日万一12日の月・火ト・木・金曜、午前9

浦崎¨ダ∇j享志ちゃん

l・－j－……ト………7万）7・’………jlT・7．ニ（4歳）I　　

恭平ちゃん

し犬（2歳）　　

（五ケ庄西川原）

圃広報課（内線2070）

　時半～午後－i時半［〉1万800円。

　〈ワープロ初級〉レ。9月3日～1C　

月5日の土曜ダノ午前り時半，正午　

と水曜・午後ら時半～9時じ〉1フラ

ユフ00円。………ダ，ワ。叶。1・プ喋中級y］l＞，．9月

4日八10月30日jの日曜二午後l時

大o時半t〉。－，。1。万1700円，……，j．：。jIlj＜ノ1｛ソ　　　■■・・・・・・・J・・・・・¶j■・■■－rl¶・v－r・r・・7－－－・・・－＝Iφar－y¶sj・s－・－・〃－－・－・－s¶・　コン

jロータス123中級〉や△9月13

日‘10月4二日の火ゲj・ノ金曜，・j゛・午後弓・ト。‥。‥
曹・・・－・・－・－－－－¬・7－I？・？＝－－－¬・6・－v■－－〃－r－・・－－・・・＝・・－・｜－－－＝－－－＝－・－－〃¬。’¨‾7777゛77時半～9時レフ800円。Tニ・

づ＝j。＜・／■？ソ‥コ

ヅカリ÷ド3レ＋＞；し（＞；：9］月工3Rレ紆10月

卜乗：日じの火ご金曜こ午後■5時半三〕・9

1時C＞7800円

■視覚障害者自－が教室

1＞9月4日（日）午前lO時に正午ト

。生涯学習ゼンダ－＞市内在住で視

覚に障害のある人とその介護者，

先着印人………圃18日困までに社会教・－・－－・・－・・－¬｜ゝ・・

有課ダ（内線2615）

スポーツ

トレーニング機器実技講習会白

土E〉8月27暮（±）午後士時－ど3時

半んの2回，黄粟体育館レ対象…

15歳以上（中学生を除く）。各先着

30人レ1000円1114日（日）午前9時

から同館へ直接。顔写真（r×

2．5r）が必要‥圃同館（333二

4001）。ニ

　
宇
治
市
と
中
国
・
咸
陽
市
は

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

七
月
二
十
四
日
に
友
好
都
市
盟

約
を
結
ん
で
以
来
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
経
済
な
ど
で
の
交
流

を
進
め
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

中
国
・
咸
陽
市
へ
の

友
好
親
善
訪
問
団
員

2
8
日
㈲

▽
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
の

人▽
募
集
人
数

先
着
2
5
人

▽
費
用
2
7
万

　
市
で
は
重
度
身
体
障
害
者
緊

急
通
報
装
置
貸
与
事
業
を
開
始

八
月
十
二
日
面
か
ら
利
用
者
を

募
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
た
め
緊
急
時
の
対
応
が
困
難

な
重
度
の
障
害
を
持
つ
人
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
の
無
線
発
信
器
を

備
え
た
電
話
機
を
お
貸
し
し
、

万
一
、
緊
急
事
態
が
生
じ
た
時

に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ

る
近
隣
協
力
者
や
消
防
本
部
に

緊
急
通
報
し
、
素
早
く
安
否
の

確
認
と
救
護
を
受
け
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

○
利
用
で
き
る
人

　
本
人
と
主
た
る
生
計
維
持
者

が
所
得
税
非
課
税
＊
で
あ
ぴ
、

急
病
や
事
故
な
ど
の
際
に
自
分

で
避
難
す
る
こ
七
が
困
難
な
重

度
身
体
障
害
者
（
痙

手
帳
―
・
2
級
）
幌
次
の
い

ず
れ
か
の
世
帯
に
属
1
天

①
重
度
身
体
障
害
者
だ
け
の
世

帯
．
Ｉ
～

②
重
度
身
体
障
害
者
と
1
8
歳
未

満
の
人
だ
け
の
世
帯
～

③
重
度
身
体
障
害
者
と
6
5
歳
以

上
の
人
だ
け
の
世
帯

④
重
度
身
体
障
害
者
と
精
神
薄

弱
者
だ
け
の
世
帯
Ｉ
Ｉ

＊
な
お
、
所
得
税
課
税
世
帯
で

あ
っ
て
も
こ
れ
ら
の
状
況
で
あ

れ
ば
自
費
で
装
置
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
’
ま
た
そ
の

際
、
消
防
本
部
を
連
絡
先
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
と

相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み

　
緊
急
通
報
を
受
け
て
い
た
だ

く
近
隣
協
力
者
二
人
を
決
め
、

福
祉
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
、
な
お
、
近
隣
協
力
者
に

は
、
装
置
の
設
置
に
立
ち
会
っ

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
緊
急
通
報

が
入
っ
た
場
合
の
安
否
確
認
や

救
急
車
の
手
配
、
関
係
者
へ
の

連
絡
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
費
用
。
の
負
担

　
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
費
と

リ
ー
ス
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

利
用
に
必
要
な
通
話
料
は
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｏ
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
総
務
課
（
内
線
2
3
0

5
）
。

体に重い障害を持つ人に

緊急通報装置を貸

与
ど
宇
治
市
で
は
、
両
市
の
間
の

友
好
と
親
善
を
さ
ら
に
深
め
る

た
め
、
友
好
親
善
訪
問
団
を
派

遣
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
程
。
6
年
1
0
月
2
2
日
出
～

3
0
0
0
円
（
渡
航
手
続
き
、

個
人
的
性
質
の
費
用
、
サ
ー
ビ

ス
料
は
除
く
）

▽
申
し
込
み
8
月
1
7
日
南
ま

で
に
秘
書
課
（
内
線
2
0
5
7
）

へ
。

子供を見たらスピード落として！

8
月
2
0
日
ま
で

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

ご存じですか

福祉医療・重度心身

障害老人健康管理事業

受
け
て
い
な
い
人
は

認
定
請
求
を

『
児
童
扶
養
手
当
は
離
婚
な

ど
で
父
と
暮
ら
せ
な
い
児
童

の
母
、
父
が
体
な
ど
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
児
童
の
母
、

ま
た
は
そ
う
い
っ
た
児
童
を

母
に
代
わ
1
つ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
は
重
い
障
害
や
病
気
を
持

つ
児
童
を
家
庭
で
育
て
で
い

る
父
母
か
そ
れ
に
代
わ
る
養

育
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。
該
当
す
る
人
は
福
祉
総

務
課
（
内
線
2
3
0
7
）
へ

認
定
の
請
求
を
。
た
だ
し
、

支
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
八

月
一
日
以
降
に
支
給
要
件
に

　
【
福
祉
医
療
一
は
保
険
診
療
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
　

（
た
だ
し
老
人
の
場
合
は
一
部

負
担
金
が
必
要
）
。
対
象
は
次
の

い
ず
れ
か
に
あ
た
る
人
で
す
。

①
母
子
家
庭
（
高
校
卒
業
ま
で

の
子
と
そ
の
母
親
）
’

②
老
人
（
六
十
五
士
（
十
九
歳
）

で
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
、
一

人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
六
十

歳
以
上
の
人
だ
け
の
世
帯

③
六
十
五
歳
未
満
の
心
身
障
害

者
で
、
身
体
障
害
者
1
・
2
級
、

重
度
の
精
神
薄
弱
（
療
育
手
帳

Ａ
）
、
身
体
障
害
者
3
級
で
中

度
の
精
神
薄
弱
、
障
害
福
祉
年

金
・
障
害
年
金
が
Ｉ
級
で
障
害

の
内
容
と
程
度
が
身
体
障
害
者

等
級
1
・
2
級
に
相
当
す
る
人
。

　
【
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
】
は
老
人
保
健
法
に
よ

る
医
療
の
一
部
負
担
金
を
全
額

支
給
す
る
制
度
。
対
象
は
、
六

十
五
歳
以
上
で
、
心
身
に
福
祉

医
療
の
③
と
同
じ
内
容
・
程
度

の
障
害
を
持
つ
人
で
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
で

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
療
育
手
帳
）
、
印
鑑
を
持

ち
健
康
医
療
課
（
内
線
2
3
3

4
）
で
手
続
き
を
。

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か

ら
五
年
を
過
ぎ
る
と
、
請
求

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ノ

現
況
届
・
所
得
状
況
届

8
月
2
6
日
面
ま
で
に
　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
人
は
現
況
届
を
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
（
支
給
停
止
中
の

人
を
含
む
）
は
所
得
状
況
届

を
、
八
月
二
十
六
日
㈲
ま
で

に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
と
手
当
を

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
　

（
内
線
2
3
0
7
）
へ
問
い

合
わ
せ
を
。

情轍
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小
・
中
学
生
4
0
人
が
広
島
を
訪
問

Ｆ
「
こ
の
原
爆
ド
ー
ム
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
町
並
み
は
な
く
な
り
ま
し
た
」

▼平和記念公園の中にある「原爆の子の

像」。大久保・小倉・三室戸小学校や訪問

団の子どもたjちが折つだ千羽づるをささ

げました▽，

▼破壊された町並みに見入る。「あれが

原爆ドームだ／」。平和記念資料館で

▲
1
平
和
記
念
公
園
で
被
爆
体
験
者
か

ら
話
を
聞
く
。
「
こ
の
公
園
の
下
に
も
ま

だ
多
く
の
遺
体
が
埋
っ
て
い
る
ん
で
す
」

あ
な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

平
和
を
願
う
催
し

企
画
管
理
部
総
務
課
（
内
線
2
0
5
2
）

　
平
和
図
書
展
「
語
り
つ
　

づ
け
よ
う
戦
争
と
平
和
」
　

Ｏ
8
月
3
0
日
㈹
ま
で
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
Ｏ
中
央

図
書
館
（
月
曜
休
磐

　
平
和
映
画
会

　
Ｏ
8
月
1
3
日
出
、
午
前
1
0

時
～
と
午
後
1
時
半
～
Ｏ
文

化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
Ｏ
　

「
月
光
の
夏
」
「
つ
る
に
の

っ
て
Ｉ
と
も
子
の
冒
険
」
　

平
和
祈
念
集
会

　
Ｏ
8
月
1
5
日
㈲
、
午
前
1
1
Ｊ

時
半
～
正
午
○
市
役
所
平
和

の
像
前

平
和
企
画
展

　
①
写
真
展
1
5
日
側
ま
で
　

②
絵
画
展
1
6
日
㈹
～
2
2

日
㈲
　
市
役
所
1
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
午
前
8
時
半
～
午
後

5
時
（
閉
庁
日
は
除
く
）
。

8
月
1
5
日
間
正
午

1
分
間
の

　
　
　
黙
と
う
を

　
市
と
連
合
喜
老
会
で
は
、
今

年
も
老
人
大
学
を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
し
い
知
識
や
教
雄

を
身
に
付
け
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
で
い
ま
す
。

　
▽
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と

お
り
。
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半

工ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
対
象
・
：
市

内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
人
。
先

着
1
3
0
0
人
▽
受
講
料
・
＝
1

0
0
円
（
開
講
日
当
日
の
持
参

可
）
▽
申
し
込
み
・
：
2
0
日
出

（
必
着
）
ま
で
に
は
が
き
で
宇

高
齢
者
エ
イ
ジ
レ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
日
ご
ろ
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
成
果
を
披
露
し
、
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
『
第
4
回
宇
治
市
高
齢
者

エ
イ
ジ
レ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ふ

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
・
出

展
作
品
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
を
。

○
高
齢
者
文
化
祭
　

【
発
表
の
部
】

　
▽
と
き
・
：
1
0
月
2
2
日
出
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▽
と
こ
ろ
…

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
内

壁
：
合
唱
、
舞
踊
、
謡
曲
な
ど

▽
対
象
…
6
0
歳
以
上
の
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
団

体
▽
申
し
込
み
・
：
長
寿
社
会
対

策
課
調
整
係
（
内
線
2
3
1
4
）

に
あ
る
申
し
込
み
用
紙
で
8
月

2
5
日
俐
ま
で
に
。
申
し
込
み
多

数
の
と
き
は
抽
選
。
参
加
は
無

料
。
　
【
展
示
の
部
一

　
▽
と
き
・
：
1
0
月
2
1
日
面
上
測

3
1
ｊ
／
水

8
ぐ � � �

閃
�
習
�
回
�
皇

�
月
日

映
画
「
う
ま
い
話
は
こ
の
世
に
な
い
」

�
明
る
い
選
挙
と
投
票

�
映
画
「
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
、
大
切
な
ー
票
Ｌ

�
　
「
こ
れ
か
ら
の
内
外
情
勢
を
ど
う
見
る
か
」
そ
の
視
点

�
豊
か
な
日
本
を
ど
う
築
く

�
生
き
ぬ
く
力

�
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
法
律
を
楽
し
も
う

�
内
容

市
商
工
課
消
費
生
活
係

�
同
協
議
会
会
長
　
森
本
周
司
さ
ん

�
宇
治
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

�
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
　
尾
関
史
郎
さ
ん

�
京
都
新
聞
論
ー
説
委
員
　
原
田
想
爾
さ
ん

�
清
水
寺
名
誉
管
長
　
松
本
大
圓
さ
ん

�
弁
坂
士
　
近
藤
正
昭
さ
ん

�
講
師

治
市
連
合
喜
老
会
事
務
局
（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
・
．
総
合
福
祉
会

日
剛
、
午
前
9
時
半
～
午
後
4

時
4
5
分
（
た
だ
し
2
3
日
は
午
後

4
時
ま
で
）
▽
と
こ
ろ
…
中
央

公
民
館
▽
内
容
・
：
生
け
花
、
盆

栽
、
手
二
芸
、
書
道
、
’
絵
画
、

写
真
、
陶
工
芸
、
木
工
芸
、
文

芸
作
品
な
ど
▽
対
象
・
・
・
6
0
歳
以

上
の
市
民
、
市
内
に
勤
務
す
る

人
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
で
組
織

さ
れ
た
団
体
▽
申
し
込
み
・
：
各

公
民
館
に
あ
る
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
で
9
月
1
日
出
～
1
0

日
出
に
最
寄
り
の
公
民
館
へ
。

参
加
は
無
料
▽
問
い
合
わ
せ
こ
・

中
央
ｊ
（
豊
2
0
・
1
4
1
1
）
、

宇
治
（
萱
2
1
・
‘
2
8
0
4
）
、

木
幡
（
萱
3
2
・
8
2
9
0
）
、

小
倉
（
6
3
2
2
・
4
6
8
7
）
、

広
野
（
公
4
1
・
7
4
5
0
）
の

館
内
、
a
2
4
・
0
1
8
7
）
か
、

近
く
の
地
区
喜
老
会
会
長
へ
。

各
公
民
館
へ
。

　
Ｏ
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
　

▽
と
き
…
1
0
月
1
0
日
固
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
▽
と
こ
ろ

・
・
太
陽
が
丘
第
2
競
技
場
▽
種

目
・
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ー
ゴ
ル
フ
▽
対
象
・
・
・
概
ね

6
0
歳
以
上
の
市
民
。
世
代
間
交

流
を
図
る
た
め
一
般
市
民
の
参

加
も
で
き
ま
す
▽
申
し
込
み

・
：
9
月
2
1
日
南
～
2
7
日
㈹
の
間

に
市
民
体
育
課
（
内
線
2
6
2

1
）
へ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
は
当
日
申
し
込
み
も
可
。

％
沓

382

く問．い合わ・ft・電話予約………

∇財宇治市文化センター（登20－2111）

も
う
2
度
と
戦
争
を

し
て
は
い
け
な
い
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ご参加ください

老人大学

申し込みは8/20

まで

公演せまる！！

松竹大歌舞伎
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▼代表2人が原爆病院

に入院中の被爆者を見

舞いました

　
　
「
学
校
で
習
っ
た
よ
り
も
っ
と
悲
惨
な
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
」
－
昭
和
2
0
年
8
月
6
日
午
前

8
時
巧
分
の
広
島
。
さ
あ
仕
事
だ
と
思
っ
た
そ

の
時
…
。
病
院
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
う
ち
に
見

た
無
数
の
死
体
。
昨
日
ま
で
一
緒
に
い
た
友
人

が
倒
れ
る
。
本
当
に
悲
惨
な
姿
の
人
々
。
Ｉ

広
島
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て
4
9

年
、
今
年
も
市
内
の
小
学
6
年
生
・
中
学
1
年

生
4
0
人
が
7
月
2
8
・
2
9
日
に
広
島
を
訪
問
し
ま

し
た
。
被
爆
者
の
話
や
平
和
記
念
資
料
館
の
見

学
な
ど
を
通
じ
て
子
供
た
ち
は
、
こ
の
平
和
の

貴
さ
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
し
っ
か
り
と
学
ん
だ
で
し
ょ
う
。
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